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委員会活動から

総務産業常任委員会
条例審査

陳情・請願審査

条
例
審
査

■
辰
野
町
有
線
放
送
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

本
議
案
は
、
平
成
24
年
２
月

か
ら
有
線
放
送
電
話
を
地
域
情

報
告
知
シ
ス
テ
ム
に
更
新
す
る

事
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
一
部

を
改
正
し
た
い
と
す
る
も
の
で

す
。
先
ず
説
明
で
は
事
前
に
提

出
し
て
お
い
た
質
問
事
項
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
役
場
配
信
端
末
か
ら
加
入
者

宅
に
至
る「
ほ
た
る
ね
っ
と
」

シ
ス
テ
ム
系
統
及
び
ほ
た
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
・
メ
ー
ル
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
、
系
統
図

で
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

②
申
込
状
況
は
12
月
12
日
現
在

２
５
８
２
件
で
す
。

③
新
規
加
入
者
負
担
金
の
１
台

に
つ
き
１
万
円
と
し
た
事

は
、
審
議
会
の
中
で
、
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
町
内
全
域
カ

バ
ー
出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
加
え
て
緊
急
・
防
災
情
報

も
伝
達
さ
れ
る
事
か
ら
、
全
家

庭
加
入
に
向
け
た
取
組
を
望

み
、
全
員
一
致
で
可
と
決
し
ま

し
た
。陳

情
・
請
願
審
査

■
国
に
対
し
、
消
費
税
増
税
反

対
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
者

　
　

上
伊
那
民
主
商
工
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

滝
沢　

孝
夫

　

こ
の
陳
情
は
、
国
に
対
し
、

消
費
税
増
税
反
対
の
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
し

た
陳
情
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、

①
消
費
税
増
税
は
東
北
の
人
々

に
も
一
様
に
負
担
が
増
す
も

の
で
あ
る
。

②
行
財
政
改
革
な
ど
も
っ
と
先

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
が
あ
る
た
め
、
増
税
に
は

あ
く
ま
で
も
反
対
で
あ
る
。

③
今
は
増
税
に
踏
み
切
る
べ
き

で
は
無
い
が
、
益
々
膨
れ
上

が
る
介
護
費
な
ど
の
た
め
に

は
い
ず
れ
増
税
も
必
要
だ
ろ

う
。

④
現
時
点
増
税
に
は
反
対
で
あ

る
が
、
次
第
に
国
の
方
針
も

あ
る
程
度
見
え
て
来
る
だ
ろ

う
事
か
ら
、
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
委
員

会
に
お
い
て
は
採
決
の
結
果
、

継
続
審
査
５
・
採
択
１
、
で
継

続
審
査
と
決
し
、
本
会
議
に
お

い
て
は
委
員
長
報
告
の
と
お
り

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

■
県
に
対
し
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
創
設
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

　

陳
情
者

　
　

上
伊
那
民
主
商
工
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

滝
沢　

孝
夫

　

こ
の
陳
情
は
、県
に
対
し
、住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
を
求
め
る
と
し
た
陳
情
で
す
。

　

担
当
課
長
か
ら
、
23
年
度
当

町
は
２
回
の
補
正
８
０
０
万
円

で
１
億
２
千
万
円
の
経
済
効
果

の
見
込
み
、
近
隣
市
町
村
の
補

助
の
状
況
及
び
次
年
度
予
定
な

ど
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、

①
個
人
資
産
へ
の
支
援
で
あ
り

資
産
の
増
加
に
繋
が
る
事

は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
は

い
か
が
な
も
の
か
。

②
県
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
な

い
事
案
に
つ
い
て
、
県
へ
陳

情
す
る
と
い
っ
た
事
は
現
状

に
そ
ぐ
わ
な
い
。

③
仮
に
こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ

た
場
合
、
対
象
業
者
は
県
下

全
域
と
な
り
町
内
業
者
の
仕

事
に
繋
が
る
か
が
疑
問
で
あ

る
。

④
景
気
浮
揚
策
の
観
点
か
ら
趣

旨
は
理
解
で
き
る
。

と
い
っ
た
意
見
な
ど
が
出
さ

れ
、
全
員
一
致
で
趣
旨
採
択
と

決
し
、
本
会
議
に
お
い
て
は
委

員
長
報
告
の
と
お
り
趣
旨
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
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■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
交
渉
参
加
へ
の
反
対
を

求
め
る
請
願

　

請
願
者

　
　

上
伊
那
農
業
協
同
組
合

　
　
　

組
合
長
理
事　

宮
下　

勝
義

　
　

上
伊
那
農
政
対
策
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　
　

宮
下　

勝
義

　
　
　
　

紹
介
議
員　

三
堀　

善
業

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
向
け
た
協
議

の
中
止
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
者

　
　

上
伊
那
農
民
組
合

　
　
　
　
　
　

代
表　

竹
上　

一
彦

　

両
請
願
・
陳
情
と
も
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
に
向
け
た
協
議
の

中
止
、
あ
る
い
は
交
渉
参
加
へ

の
反
対
を
求
め
る
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
２
件
を
一
括
審
議

し
ま
し
た
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
紹
介
議
員

か
ら
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、

①
農
業
問
題
に
つ
い
て
は
あ
る

程
度
資
料
が
出
回
っ
て
い
る

も
の
の
、
医
療
・
保
険
・
雇

用
・
金
融
な
ど
に
つ
い
て
の

資
料
は
乏
し
く
、
課
題
が
明

確
で
な
い
現
在
に
お
い
て
は

賛
否
の
判
断
は
出
来
な
い
。

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
が
明
確
に
説
明
さ
れ

て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
拙

速
な
参
加
表
明
を
す
べ
き
で

は
な
い
。

③
工
業
関
係
は
交
渉
参
加
に
前

向
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大

企
業
で
あ
っ
て
、
日
本
の
大

半
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、

こ
の
先
が
ど
う
な
る
か
見
え

な
い
現
状
で
は
、
交
渉
参
加

に
は
反
対
で
あ
る
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
委
員
全

員
一
致
で
採
択
に
決
し
ま
し

た
。
本
会
議
に
お
い
て
も
委
員

長
報
告
の
と
お
り
全
員
一
致
に

て
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
請
願
陳
情
に
つ

い
て
は
、
議
員
発
議
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
意
見
書
が
可
決
さ

れ
、
国
会
・
関
係
行
政
庁
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
へ
の
拙
速
な
交
渉
参

加
反
対
を
求
め
る
意
見
書

　

野
田
首
相
は
、
11
月
12
日
の

日
米
首
脳
会
談
、
13
日
の
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と

の
協
議
に
入
る
と
の
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
残
さ
れ
た
重
要

品
目
（
米
・
畜
産
・
酪
農
等
）
の

関
税
撤
廃
の
例
外
措
置
を
認
め

な
い
協
定
で
あ
り
、
農
林
漁
業

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
経
済
・

社
会
へ
の
影
響
、
ま
し
て
や
中

山
間
地
域
を
含
む
我
が
地
域
へ

の
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
21
分
野

で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

我
が
国
の
誇
る
医
療
制
度
を
は

じ
め
、
雇
用
・
食
品
の
安
全
性
・

金
融
や
知
的
財
産
な
ど
様
々
な

分
野
で
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で

あ
り
ま
す
が
、
政
府
の
情
報
開

示
や
説
明
不
足
の
姿
勢
に
多
く

の
国
民
が
不
信
・
不
満
を
も
っ

て
い
ま
す
。
国
民
の
食
と
暮
ら

し
・
い
の
ち
を
脅
か
し
、
国
の

か
た
ち
を
一
変
さ
せ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
へ
の
拙
速
な
参
加
は
し
な

い
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。

記

１
、十
分
に
議
論
を
尽
く
し
国

民
的
合
意
が
得
ら
れ
る
ま

で
、
拙
速
な
参
加
表
明
を
行

わ
な
い
こ
と
。

２
、全
産
業
分
野
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
国

会
等
で
慎
重
に
審
議
す
る
と

と
も
に
、
国
民
に
対
し
分
か

り
や
す
く
詳
細
な
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
。

３
、
今
後
の
国
際
貿
易
交
渉
に

当
た
っ
て
は
、
わ
が
国
の
食

糧
安
全
保
障
の
確
保
を
図
る

こ
と
を
基
本
に
、
食
の
安

全
・
安
定
供
給
、
食
糧
自
給

率
の
向
上
、
国
内
農
業
・
農

村
の
将
来
に
わ
た
る
安
定
性

の
確
立
と
振
興
等
を
損
な
う

こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
す
る

こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

し
ま
す
。

　

国
会
議
長
・
大
臣
あ
て

　
　

長
野
県
辰
野
町
議
会

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
補
正
予
算
、
損
害
賠

償
の
責
を
負
う
案
件
な
ど
11
議

案
を
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
と
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
防

災
行
政
無
線
施
設
デ
ジ
タ
ル

化
工
事
費
１
億
４
０
０
０
万

円
、
貸
し
出
し
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
２
台
購

入
、
全
額
県
費
補
助
の
認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
防
災

改
修
補
助
金
な
ど
、
総
額
約

１
億
５
５
０
０
万
円
の
追
加
補

正
で
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
よ
り
貸
し
出
し
用
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
場
所
の
質
問
に
対
し
て
、

24
時
間
職
員
が
常
駐
し
て
い
る

消
防
署
に
設
置
す
る
と
の
事

　

そ
の
ほ
か
、
上
水
道
、
辰
野

病
院
事
業
会
計
、
公
共
下
水
道

な
ど
７
つ
の
特
別
会
計
は
、
国

民
年
金
法
一
部
改
正
に
よ
る
共

済
組
合
負
担
金
増
額
の
追
加
補

正
で
し
た
。

　

町
が
損
害
賠
償
の
責
を
負
う

案
件
は
、
賠
償
額
50
万
円
以
上

で
議
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の

は
２
件
で
あ
り
ま
し
た
。

１
月
臨
時
議
会
報
告
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委員会活動から

福祉教育常任委員会
委員会研修

現場視察

福
祉
教
育
委
員
会
研
修

◎
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
報
告

　

12
月
12
日
、
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
議
会
議
員
で
も
あ
る
根

橋
俊
夫
議
員
よ
り
、
後
期
高
齢

者
一
般
会
計
決
算
報
告
と
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
２
点

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
特
に

長
寿
健
康
増
進
事
業
の
人
間

ド
ッ
ク
受
診
費
用
助
成
事
業
や

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
用
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

県
下
77
市
町
村
の
内
56
の
市
町

村
が
い
ず
れ
か
の
助
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告
で

し
た
。

◎
辰
野
病
院
に
お
け
る
イ
ン
シ

デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）

の
発
生
件
数
に
つ
い
て

　

前
回
審
査
の
中
で
も
意
見
が

あ
っ
た
た
め
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
発
生
状
況
は
22
年
１
５
３

件
、
23
年
９
月
末
で
72
件
発
生

し
て
お
り
ほ
ぼ
前
年
と
同
数
と

の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
病
院
内

で
は
、
宮
永
医
師
を
委
員
長
と

し
た
医
療
安
全
委
員
会
を
毎
月

開
催
し
、
報
告
を
受
け
る
と
共

に
改
善
に
向
け
全
員
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
事
で
す
。

◎
辰
野
総
合
病
院
整
備
事
業

　

現
場
視
察

　

視
察
に
先
立
ち
概
要
に
つ
い

て
病
院
事
務
長
よ
り
、
又
建
設

現
場
の
説
明
は
㈱
ヤ
マ
ウ
ラ
の

加
々
見
主
任
よ
り
受
け
た
後
、

視
察
を
実
施
。
12
月
現
在
30
％

の
進
捗
状
況
で
、
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
12

月
末
ま
で
に
は
３
階
ま
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
ち
込
み
が
終
わ

る
と
の
報
告
で
し
た
。
こ
の
厳

寒
の
時
期
で
の
打
ち
込
み
に
対

し
て
懸
念
の
質
問
で
は
、
表
面

の
養
生
な
ど
に
て
問
題
無
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
建
物
周
辺
か

ら
の
見
学
で
し
た
が
、
建
物
の

大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
完
成
が
楽

し
み
で
す
。
患
者
に
優
し
い
施

設
に
考
慮
し
存
在
意
義
を
再
認

識
す
る
と
同
時
に
、
無
事
の
完

成
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

外　

戸　
　
　

明　

（
外
戸
人
材
育
成
研
究
所
）

　

昨
年
の
12
月
議
会
定
例
会
の

一
般
質
問
２
日
間
、
質
問
に
立

た
れ
た
11
議
員
す
べ
て
の
質
疑

を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
広
報
編
集
委
員
の
方
か
ら

議
会
傍
聴
の
所
感
を
忌
憚
無
く

述
べ
て
欲
し
い
と
依
頼
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
議
員
各
位
日
頃
の

活
動
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
私

の
傍
聴
所
感
を
述
べ
ま
す
。

1
．
議
員
各
位
の
質
問
力
に
温

度
差
を
感
じ
る
。
私
の
質
問

の
基
本
は
、「
具
体
的
か
つ

本
質
的
」
と
考
え
ま
す
。
例

え
ば
本
に
対
す
る
質
問
な
ら

ば
、「
読
書
を
ど
う
考
え
ま

す
か
？
」
と
聞
く
の
で
は
な

く
「
小
学
生
に
す
す
め
た
い

本
３
冊
あ
げ
る
と
き
、
ど
ん

な
本
を
選
び
ま
す
か
？
」
と

聞
け
ば
、
具
体
的
な
答
え
が

得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

２
．
街
を
活
性
化
す
る「
手
品
」

は
な
く
、
お
金
は
有
限
。
知

恵
と
研
鑽
は
無
限
で
、「
街

づ
く
り
」
で
組
織
と
し
て
日

本
最
高
賞
受
賞
、
佐
久
市
岩

村
田
、
阿
部
眞
一
氏
に
よ
る

街
の
活
性
化
プ
ロ
セ
ス
を
ま

な
ぶ
こ
と
は
ひ
と
つ
の
ヒ
ン

ト
と
考
え
ま
す
。

　

第
一
回
議
会
報
告
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
基
本
条
例
に
よ

り
初
め
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

出
席
さ
れ
た
68
名
の
内
56
名
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
集
計
結
果
で
「
満
足
」

か
ら
「
や
や
満
足
」
ま
で
を
を
合

せ
ま
す
と
71
％
に
な
り
ま
し
た
。

「
不
満
」
の
理
由
で
多
か
っ
た
の

は
、
配
布
資
料
が
無
く
分
か
り
づ

ら
か
っ
た
、
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
一
般
の
方
の
参
加
者
が
少
な

い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
開

催
回
数
に
つ
い
て
は
、「
年
２
回
」

が
55
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
参
考
に
し
て
分
か
り
や
す
い

充
実
し
た
報
告
会
に
し
て
い
く
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
次
回
議

会
報
告
会
に
は
大
勢
の
方
々
の
参

加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

編
集
後
記


